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活動拠点 
三重県を拠点に、全国対応可能です（オンラインでの対応を含

む） 

略歴 
1984年 三重県入庁 

2024年 三重県総務部広聴広報課副課長 

こんなことを 

支援できます 

①庁内 DX 推進・業務プロセス改善 

・クラウドシフト（Microsoft365・Slack等）導入・庁内コミュニケーション改革の

助言 

・ゼロトラストセキュリティ環境構築・テレワーク整備等、柔軟な働き方実現の支援 

・業務システム・ワークフロー見直しによる業務プロセス改善の計画立案支援 

②データドリブン経営・デジタル広報 

・BigQuery・Looker Studio等を活用したデータ活用基盤の整備・EBPM推進の助言 

・戦略的広報の展開・Webシステム整備運用・Webアクセシビリティ対応の支援 

自治体向け 

メッセージ 

多くの自治体が掲げる DXは、「デジタル化」で留まっているケースがほとんどです。

単なる業務効率化や生産性向上ではなく、組織のビジネスモデルや業務プロセスを変

革することが DXです。KKD（経験・勘・度胸）から脱却し、データ活用に基づく意思

決定が常態化していくことが求められています。デジタル化により、職員は本来行う

べき政策・事業の立案に注力できる組織をめざし、絶えずトライ＆エラーを繰り返し

ていかなければならないと考えます。 

 

＜主な専門分野＞※特に得意とする専門分野を３つまで掲載 
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＜地域情報化に関する実績＞ 

○三重県入庁後、主に情報（デジタル）分野・広報分野に従事 

情報分野：障がい者 IT活用就労支援・県 Webシステム整備運用・在宅勤務システム構築等を担当 

○2021年 DX推進基盤整備（Microsoft365・Slack全庁導入・ゼロトラスト環境・データ活用基盤構築） 

広報分野：広聴広報アクションプラン策定・SNS運用本格化・CMO招聘による広報改革を推進 

○2024年 三重県総務部広聴広報課副課長 広報 DXに向けたデータ活用を実証中 


